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●コンピュータ労働者に
ふさわしい賃金で、残
業を無くし、健康で文
化的な生活を。

●働く者が幸せになる平
和なコンピュータ社会
を。
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（１）

去
る
２
月

23
日
（
土
）
に
第

23
回
電

算
労
・
電
算
労
組
合
同
定
期
大
会
が
８
組

合
・
支
部
か
ら

20
名
の
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
小
林
寛
志
議
長
か
ら
、
「
今
年

の
旗
開
き
の
時
に
退
任
す
る
と
い
う
話
を

し
た
。
す
で
に
２
年
前
か
ら
、
当
時
の
畠

山
副
議
長
に
議
長
代
行
と
し
て
電
算
労
の

公
式
的
な
行
事
で
あ
る
春
の
経
営
申
入
れ

行
動
、
秋
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
総
会
や
集
会
に
出

席
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
私
は
名
ば
か
り

議
長
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
０
年
に
は

定
年
退
職
を
し
、

30
年
争
議
も
全
面
解

決
を
し
、
本
来
は
そ
の
時
点
が
議
長
を
辞

め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
母

親
の
介
護
を
行
っ
て
い
た
が
、
昨
年
、
私

が
定
年
退
職
を
し
た
日
と
同
じ
６
月

30

日
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
時
に
介
護
生
活

か
ら
解
放
さ
れ
た
。
こ
の
間
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
現
場
を
離
れ
た
８
年
間
で
あ
っ
た
。

こ
ん
ぴ
ゅ
う
た
新
年
号
の
挨
拶
に
書
い
た

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
現
場
で
働
く
皆
さ

ん
と
の
気
持
ち
、
意
識
の
乖
離
を
感
じ
た
。

さ
ら
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
現
場
に
対

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
下
が
っ
た
。
こ

の
間
の
技
術
革
新
が
激
し
く
そ
れ
に
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
出
来
な
か
っ
た
自
分
に
も
ど
か

し
さ
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
精
神
状
態

で
は
、
電
算
労
議
長
と
し
て
は
ま
ず
い
の

で
は
な
い
か
と
の
危
機
感
を
感
じ
た
。
所

属
す
る
Ｐ
Ｕ
Ｃ
分
会
が
厳
し
い
労
働
争
議

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
畠
山
議
長
代
行
に

電
算
労
の
新
し
い
議
長
と
し
て
代
わ
っ
て

も
ら
い
、
緊
張
感
を
持
っ
て
や
っ
て
も
ら

う
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
痛
感
し
た
。

今
後
は
新
し
い
議
長
の
下
に
、
電
算
労
ら

し
い
新
た
な
運
動
を
展
開
し
て
全
組
合
員

が
一
丸
と
な
っ
て
電
算
労
の
組
織
拡
大
に

励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
勇
退
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
横
山
南
人
事
務
局
長
か
ら
２

０
１
８
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
２
０
１
９

年
度
方
針
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
春
闘
報
告
で
は
、

「
Ｎ
Ｃ
Ｓ
＆
Ａ
に
お
い
て
は
、
Ⅰ
～
Ⅲ
等

格
の
成
果
給
が
平
均
４
，
１
０
０
円
、
Ⅰ

～
Ⅳ
等
格
の
等
格
給
が
１
，
８
０
０
円
の

引
上
げ
で
、
５
年
連
続
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
勝
ち
取
っ
た
。
」

「
Ｎ
Ｊ
Ｋ
で
は
、
定
昇
プ
ラ
ス
２
％
以
上

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
い
う
要
求
で
臨
み
、

結
果
昨
年
に
引
き
続
き
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
獲
得
し
、
定
昇
３
，
３
８
３
円
（
１
．

１
４
％
）
、
ベ
ア
２
，
０
０
０
円
（
０
．

６
８
％
）
で
あ
っ
た
。
一
時
金
で
は
、
夏

季
３
．
０
ヵ
月
、
冬
季
２
．
５
ヵ
月
の
合

計
５
．
５
ヵ
月
を
要
求
し
、
回
答
は
夏
季

２
．
２
ヵ
月
、
冬
季
２
．
１
ヵ
月
の
合
計

４
．
３
ヶ
月
を
獲
得
し
、
２
年
連
続
で
４
ヵ

月
を
超
え
た
。
」

「
Ｐ
Ｕ
Ｃ
で
は
、
定
昇
の
み
の
平
均
５
，

８
５
８
円
（
１
．
９
３
％
）
で
あ
っ
た
。

一
時
金
は
夏
季
２
．
４
９
ヶ
月
、
冬
季
２
．

２
ヶ
月
で
妥
結
は
し
て
い
な
い
が
組
合
員

の
生
活
を
考
慮
し
て
、
暫
定
支
給
に
応
じ

た
。
」

「
東
和
シ
ス
テ
ム
で
は
、
定
昇
＋
３
千
円

（
３
．
２
１
％
）
の
賃
上
げ
を
要
求
し
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
獲
得
は
な
ら
ず
、
定
昇

の
み
の
８
，
２
１
８
円
（
２
．
３
５
％
）

で
あ
っ
た
。
一
時
金
は
年
間
で
６
ヶ
月
を

要
求
し
、
年
間
５
．
１
ヶ
月
の
回
答
で
昨

年
よ
り
０
．
３
ヶ
月
ア
ッ
プ
し
、
電
算
労

で
唯
一
５
ヵ
月
を
超
え
た
。
」

「
ソ
フ
技
に
お
い
て
は
、
昨
年
大
幅
な
賃

金
改
定
が
あ
っ
た
た
め
、
今
年
は
定
昇
の

み
で
あ
っ
た
。
一
時
金
は
昨
年
を
上
回
る
、

年
間
２
．
３
ヶ
月
の
支
給
が
あ
り
、
新
入

社
員
に
対
し
て
も
、
一
人
２
万
円
が
支
給

さ
れ
た
。
」

「
労
供
支
部
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
セ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
賃
金
改
定
に
お
い
て
、
平
均
１

４
，
４
０
７
円
（
２
．
１
％
）
の
賃
上
げ

を
獲
得
し
た
。
」

「
電
算
労
全
体
で
は
、
加
重
平
均
２
．
２

３
６
％
、
５
，
８
６
４
円
を
獲
得
し
た
。

全
国
全
産
業
平
均
の
主
要
企
業
の
賃
上
げ

は
２

．
２
６
％

７
，
０

３
３
円
（

平
成

30
年
度
厚
生
労
働
省
調
査
）
で
あ
り
、

昨
年
、
一
昨
年
同
様
賃
上
げ
率
は
上
回
っ

た
が
額
で
は
下
回
り
、
全
産
業
と
の
格
差

が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

全
国
全
産
業
水
準
へ
の
到
達
と
、
企
業
間

格
差
の
是
正
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
課
題

だ
。
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

残
業
問
題
で
は
、
「
Ｎ
Ｃ
Ｓ
＆
Ａ
で
は

あ
い
か
わ
ら
ず
社
外
作
業
者
の
時
間
外
管

理
が
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
改
善
し

て
い
な
い
。

36
協
定
の
特
別
延
長
上
限

を
見
直
し
、
１
０
０
時
間
か
ら

80
時
間

に
改
定
し
た
。
」

「
Ｐ
Ｕ
Ｃ
で
は
、
一
時
期
の
よ
う
な
異
常



な
長
時
間
残
業
は
な
か
っ
た
が
、
大
規

模
開
発
案
件
を
抱
え
る
職
場
で
は
長
時

間
残
業
が
慢
性
化
し
て
き
て
い
る
。
今

後
も
大
規
模
開
発
案
件
が
複
数
控
え
て

お
り
、
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
で
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

争
議
支
援
で
は
、
「
Ｐ
Ｕ
Ｃ
争
議
は
、

２
０
１
７
年

10
月

10
日
に
一
旦
和
解

し
た
が
、
そ
の
後
、
東
京
都
労
働
委
員

会
で
の
和
解
合
意
を
会
社
が
反
故
に
し
、

専
任
社
員
の
処
遇
改
善
要
求
に
対
し
て

誠
実
な
協
議
に
応
じ
な
い
こ
と
か
ら
、

改
め
て
救
済
申
立
て
を
行
い
、
闘
っ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
１

月

23
日
の
東
京
都
第

21
回
都
政
改
革

本
部
会
議
で
共
に
監
理
団
体
で
あ
る
東

京
水
道
サ
ー
ビ
ス
（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
）
と
Ｐ
Ｕ

Ｃ
と
を
２
０
１
９
年
度
中
に
統
合
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
新
た
な
火
種
と
な
っ

て
い
る
。
会
社
か
ら
の
事
前
の
話
も
な

く
、
突
然
の
こ
と
で
、
Ｐ
Ｕ
Ｃ
の
経
営

に
対
し
て
何
故
こ
の
よ
う
な
方
針
が
出

た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
ま
た
ど
の
よ
う

に
統
合
す
る
の
か
な
ど
説
明
を
求
め
て

い
く
。
Ｐ
Ｕ
Ｃ
の
経
営
側
で
満
足
の
い

く
回
答
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
東
京
都

に
も
説
明
を
求
め
て
い
く
。
電
算
労
加

盟
組
合
・
支
部
に
よ
る
絶
大
な
支
援
を

要
請
す
る
。
」
と
支
援
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。

２
０
１
９
春
闘
方
針
で
は
５
％
の
賃

上
げ
を
掲
げ
、
働
き
方
改
革
法
案
の
施

行
に
伴
い
、
「
時
間
外
労
働
時
間
の
上

限
を
月

45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
以

内
に
規
制
す
る
こ
と
」
、
「
同
一
労
働
、

同
一
賃
金
の
実
現
」
を
新
た
に
追
加
し

ま
し
た
。

小
林
議
長
が
退
任
さ
れ
、
後
任
と
し

て
幹
事
会
か
ら
の
推
薦
で
畠
山
仁
嗣
議

長
代
行
が
議
長
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
Ｎ
Ｃ
Ｓ
＆
Ａ
労
働
組
合
の

宮
内
友
康
さ
ん
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ク

シ
ョ
ン
の
仲
村
充
さ
ん
が
新
た
に
幹
事

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

畠
山
議
長
新
体
制
の
下
、
新
た
な
気

持
ち
で
み
ん
な
が
一
丸
と
な
っ
て
第

23
期
の
電
算
労
の
活
動
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

３
月

23
日
の
第

23
回
電
算
労
・
電

算
労
組
合
同
定
期
大
会
に
引
続
き
、
講

師
に
電
算
労
顧
問
弁
護
士
で
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
被
害
対
策
弁
護
団
代
表
で
あ
る
旬

報
法
律
事
務
所
の
佐
々
木
亮
弁
護
士
を

迎
え
て
「
『
働
き
方
改
革
』
と
２
０
１

９
春
闘
」
と
題
し
た
電
算
労
春
の
学
習

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
通
常
国
会
で
働
き
方
改

革
関
連
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
働
き
方

改
革
関
連
法
は
、
１
つ
の
法
律
で
は
な

く
、
雇
用
対
策
法
、
労
働
基
準
法
、
労

働
時
間
等
設
定
改
善
法
、
労
働
安
全
衛

生
法
、
じ
ん
肺
法
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
法
（
パ
ー
ト
法
）
、
労
働
契
約
法
、

労
働
者
派
遣
法
の
労
働
法
の
改
正
を
行

う
法
律
の
通
称
で
す
。

佐
々
木
弁
護
士
は
、
「
こ
の
法
案
の

改
正
は
現
場
に
か
な
り
影
響
の
あ
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
」
と
言
い
ま
す
。

ひ
と
つ
目
は
、
労
働
時
間
関
係
と
し
て
、

「
上
限
規
制
」
、
「
労
働
時
間
の
把
握

義
務
」
、
そ
し
て
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規

制
の
努
力
義
務
」
。
二
つ
目
と
し
て
、

「
有
給
休
暇
の
５
日
間
の
取
得
義
務
」
、

そ
し
て
、
三
つ
目
が
同
一
労
働
・
同
一

賃
金
と
も
言
わ
れ
る
「
均
衡
待
遇
」
を

上
げ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
は
、
残
業
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
法
案

な
ど
と
も
言
わ
れ
た
、
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
、
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
清
算
の
１
ヶ
月
か
ら
３
ヶ
月
へ
の

緩
和
」
、
「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
の
普
及
促
進
」
、
「
中
小
企
業
で
の

残
業

60
時
間
超
の
割
増
賃
金
引
上
げ
」

そ
し
て
、
「
産
業
医
の
権
限
強
化
」
が

あ
り
ま
す
。

労
働
時
間
の
上
限
規
制
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
大
臣
告
示
で
あ
っ
た
４
週

間

45
時
間
、
３
カ
月
１
２
０
時
間
、

１
年
３
６
０
時
間
が
法
律
に
格
上
げ
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

36
協
定
の
特

別
条
項
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
青
天
井

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
上
限
が
規
定
さ
れ

ま
し
た
。

佐
々
木
弁
護
士
は
、

36
協
定
に
つ

い
て
、
「
８
時
間
労
働
」
を
求
め
た
と

き
の
こ
と
を
改
め
て
思
い
出
し
、

36

協
定
を
見
つ
め
直
す
べ
き
で
あ
り
、

36
協
定
の
締
結
は
義
務
で
は
な
い
、

嫌
だ
っ
た
ら
結
ば
な
い
、
さ
ら
に
は
、

36
協
定
を
「
人
質
」
に
し
て
様
々
な

要
求
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
、
と
し
て

い
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
の
努
力
義
務
」

に
つ
い
て
は
、
事
業
主
に
ど
の
よ
う
な

努
力
を
し
た
の
か
追
及
す
べ
き
と
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
で
き
れ
ば
試
験
的

に
導
入
し
、
徐
々
に
本
格
導
入
へ
道
を

開
く
こ
と
、
と
し
て
い
ま
す
。

「
有
給
休
暇
の
５
日
間
の
取
得
義
務
」

に
つ
い
て
は
、
会
社
側
と
労
働
者
の
間

に
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
る
可
能
性
が

あ
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
使
用
者
は
で

き
る
だ
け
早
く
５
日
を
消
化
し
て
ほ
し

い
と
考
え
、
早
期
に
５
日
を
指
定
し
て

く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

指
定
通
り
に
取
得
す
る
代
わ
り
に
病
気

休
暇
制
度
な
ど
を
求
め
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
と
し
て
要
求
に
つ
な
げ
る

方
策
を
い
ろ
い
ろ
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
、
２
０
１
９
春
闘
に
向
け
て
、
と
て

も
有
意
義
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
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２０１９春闘日程

３月中旬 要求提出

３月２５日（月）経営申し入れ（東京）

４月１８日（木）経営申し入れ（大阪）

４月 ５日（金）回答指定日

４月中旬 JISA、経済産業省、厚生労働省要請

４月の第３週 ストライキなど交渉強化

（２）

電
算
労
春
の
学
習
会

「
働
き
方
改
革
と
２
０
１
９
春
闘
」
開
か
れ
る

講
師

旬
報
法
律
事
務
所

佐
々
木
亮
弁
護
士
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電算労アンケートにみる２０1９春闘

配布 1,000枚
回収 81枚
時期 2019年1月

性別 男子 77%
女子 24%

年齢 平均 42歳
勤続 平均 18年
学歴 高校 6.2%

専門 19.8%
大学 72.8%
他 1.2%

結婚 独身 43.2%
既婚 58.8%

扶養 平均 0.99人
職種 ｿﾌﾄ 87.7%

ﾊｰﾄﾞ 1.2%
ＯＰ 1.2%
ＯＡ 1.2%
営業 4.9%
ＰＪ 1.2%
他 2.4%

賃
金
外
の
要
求
で
は
「
人
員
増
」
が
最
も
多
く
、
つ
づ
い
て
「
中
高
年
の
待
遇
問

題
」
、
「
残
業
の
規
制
」
、
「
フ
レ
ッ
ク
ス
導
入
」
、
「
作
業
環
境
改
善
」
と
続
い

て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
忙
し
く
、
残
業
の
多
い
職
場
が
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。

残
業
時
間
は
こ
こ
数
年
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
男
女
と
も

23
時

間
と
、
例
年
の
平
均
並
で
す
。

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
は
「
知
ら
な
い
」
が
今
回
は

30
％
で
、
年
々
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。
制
度
が
欲
し
い
と
い
う
人
は
増
え
て
４
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
要
求
は
、
例
年
同
様
１
万
円

が
最
も
多
く
、
２
番
目
が
５
千
円
で
す
。

平
均
は
昨
年
よ
り
４
０
０
円
減
っ
て

１
３
，
８
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
の
状
況
は
４
割
近
い
人
が
「
苦

し
く
な
っ
た
」
と
答
え
て
お
り
昨
年
よ

り
増
え
て
い
ま
す
。
「
変
わ
ら
な
い
」

は
昨
年
と
同
じ

54
％
で
す
。

「
楽
に
な
っ
た
」
と
い
う
人
は
、
わ

ず
か
５
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

(3)
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有
給
休
暇
の
消
化
率
に
つ
い
て
は
、
半
数
近
く
の
人
が
半
分
以

上
残
る
と
い
う
回
答
と
な
っ
て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
、
仕
事
が

忙
し
い
と
い
う
状
況
が
う
か
が
え
る
一
方
、
全
部
消
化
と
殆
ど
消

化
が
合
わ
せ
て

37
％
と
昨
年
よ
り
８
％
増
え
て
い
ま
す
。

健
康
問
題
に
つ
い
て
、
体
の
不
調
は
な
い
、
と
い
う
人
は
わ
ず

か

17
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
体
の
不
調
に
つ
い
て
は
、
相
変
わ
ら
ず

一
番
多
い
の
が
「
目
の
疲
れ
」
で
「
慢
性
疲
労
」
が
２
番
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。
続
い
て
、
「
胃
腸
の
不
良
」
、
「
不
眠
が
ち
」
、

「
い
つ
も
眠
い
」
と
続
い
て
い
ま
す
。

慢
性
の
持
病
は
、
例
年
同
様
「
腰
痛
症
」
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
で
は
「
高
血
圧
」
、
「
目
の
病
気
」
、
「
糖

尿
病
」
、
「
胃
腸
病
」
と
続
い
て
い
ま
す
。

通
院
し
て
い
る
人
が
半
数
近
く
も
い
ま
す
。
薬
の
常
用
も
４
人

に
１
人
と
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

残
業
が
多
い
日
々
、
多
く
の
人
が
体
の
不
調
を
抱
え
つ
つ
、
仕

事
を
し
て
い
る
状
況
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。
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新
し
い
技
術
に
つ
い
て
い
け
な
い

人
は
、
昨
年
と
同
程
度
の
４
人
に
一

人
で
す

必
要
を
感
じ
る
技
術
に
つ
い
て
は
、

「
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術
」
が
最
も
多
く
、
続

い
て
「
言
語
」
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
上
位
３
つ
は
昨
年
と
順
位
は
違
い

ま
す
が
同
じ
で
す
。

仕
事
で
使
用
の
言
語
は
、
Ｓ
Ｑ
Ｌ

が
最
も
多
く
、
続
い
て
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
、

ド
ッ
ト
Ｎ
ｅ
ｔ
、
と
続
い
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
が
一
昨
年
２
位
、
昨
年

４
位
で
、
今
回
は
５
位
と
後
退
し
て

い
ま
す
。

５
０
人
以
上
の
職
場
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制

度

は

、

対

象

外

の

職

場

を

除

く

と

「
導
入
済
み
」
が

74
％
と
な
り
、
以

前
と
比
べ
る
と
か
な
り
浸
透
し
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
は

15
％
の
職

場
で
「
あ
っ
た
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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約
半
数
の
人
が
客
先
常
駐
で
す
。

常
駐
の
形
態
で
は
、
「
派
遣
法

に
基
づ
く
派
遣
」
が

26
％
で
、
業

務
委
託
が

59
％
、
一
括
請
負
が

15

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

常
駐
先
で
の
勤
務
形
態
は
、
常

駐
先
に
従
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、

「
自
社
の
形
態
が
優
先
」
は
９
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
指
示
で
は
「
自
社
の
人
」

は

24
％
で
、
形
式
は
自
社
で
実
際

は
常
駐
先
も
合
わ
せ
て

76
％
も
の

人
が
客
先
か
ら
指
示
を
受
け
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
実
態
派
遣
の

形
式
的
な
請
負
い
契
約
が
多
く
、

偽
装
請
負
が
存
在
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
業
界
の

不
健
全
さ
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。

間
に
何
社
入
っ
て
い
る
か
は
、

「
直
接
契
約
」
が
半
数
あ
ま
り
で
、

１
社
入
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

21
％
、

２
社
が

12
％
で
３
社
も

12
％
あ
り

ま
す
。

形
式
的
な
請
負
契
約
が
相
変
わ

ら
ず
多
く
存
在
し
、
さ
ら
に
は
多

重
下
請
け
契
約
と
い
う
業
界
の
不

健
全
さ
が
解
消
さ
れ
る
に
は
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
で
す
。

宛 先：〒110-0003

台東区根岸3-25-6

タブレット根岸2Ｆ

こんぴゅうた クイズ係

E-mail：quiz2019@union-net.or.jp

前回の正解：女性の帯の幅、筆の形、駒のつなぎ目、凧の足

いのししのしっぽの向き、左前足、形

当選者 ：吉田英樹・木ノ元佑子・森田真由美（NCS&A）

森澤英雄・島崎智生（NJK） 敬称略

♪ご当選おめでとうございます♪

クイズ
★ 締 め 切 り は ５ 月 １ ５ 日 ★

かなりな高確率でＱＵＯカードが当たります！

ご応募お待ちしています！！

右と左の絵に
は７ヵ所のち
がいがありま
す。どこでしょ
う？ 正解者
５名の方にＱ
ＵＯカード１
０００円分を
さしあげます


